
相馬市内避難所における医療救護活動について

2011・5・27 厚生労働大臣との意見交換会

日本医師会理事・石川県医師会長 小森 貴
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相馬市医療救護班連絡会

• 過去においても、現在でも、そして長い復興の期間、さらに
は未来においても、地域住民の健康といのちを守るのは、地
元医師会を中心とした、地域の医療提供体制

• 医師・看護師・保健師・薬剤師・理学療法士・心のケアチーム
など多職種の協同が重要

• 現地での諸問題に迅速に対応でき、対策本部との緊密な連
携体制構築が大切

• 避難所における医療救護活動においても、地域医師会を中
心とした枠組みが必要



相馬市医療救護班連絡会
議長・相馬市医師会長

杉本相馬市医師会長開会あいさつ

医師会長がご都合が悪くても議長席は設置 能登半島地震の際 議長は山岸能登北部医師会長



相馬市あるいは福島市（近隣）
の学校給食施設からの給食は？
ボランティアとの連携をしませ
んか？

被災後３週間後の夕食



インフルエンザ患者の蔓延

換気
うがい
手洗い
隔離
予防投与
タミフル？リレンザ？
イナビル？それとも



現地の声を現地で解決

• 平時と異なった状況
• 現地の問題点は現地で解決を
• 声なき声を大きな声に
• 被災地の方々の幸せは私たちの幸せ

• 責任者を現地へ
• 医療・福祉は地域の方々の手に
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